
K O K U H O
K A G O S H I M A

鹿児島県国保連合会

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈理事長賞〉

作品を作った
きっかけ

私、高齢者の仲間入りをしております。日々、脳トレ、筋トレに
励み、健康寿命を伸ばせるよう頑張って参ります。

長寿社会　脳トレ筋トレ　医者知らず
第29回「健康増進月間」作文・標語コンクール受賞作品より

日置市

下津貫　久子さん
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国
保
か
ご
し
ま

旧集成館（反射炉跡）旧鹿児島紡績所技師館（異人館）

旧集成館機械工場（現・尚古集成館）

平成28年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会

制度改革に迅速かつ的確に対応し
保険者支援に積極的に取り組む

久しぶりに集まったこの日は１４人が参加され、「たおれんからだ体操」を行った
後、作品（干支の申）作りをしました。皆さん語りながら、子どもに返ったように
はしゃぎながら、世界に一つだけのお申さんを喜ばれていました。

西之表市　「野木平いきぬき会」のみなさん



保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
の

役
割
を
担
う

開
会
に
あ
た
り
、
本
会
の
本
田
修
一

理
事
長
（
志
布
志
市
長
）
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、「
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築

し
て
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆
保
険
を

堅
持
す
る
た
め
に
、
昨
年
５
月
に
医
療

制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
国
保

の
財
政
上
の
構
造
問
題
を
解
決
し
、
平

成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
市
町
村

と
と
も
に
国
保
の
運
営
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
１
月
に
平

成
30
年
度
か
ら
の
新
国
保
制
度
の
納
付

金
・
標
準
保
険
料
率
の
算
定
や
都
道
府

県
国
保
運
営
方
針
策
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
に
つ
い
て
、
国
保
基
盤
強
化
協
議

会
の
議
論
を
踏
ま
え
都
道
府
県
に
示
さ

れ
た
。
本
県
の
動
き
と
し
て
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
国
保
制
度

の
実
施
に
向
け
移
行
準
備
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
県
保
健
福
祉
部
保
健
医
療
福

祉
課
国
保
指
導
室
に
『
鹿
児
島
県
国
保

新
制
度
移
行
準
備
連
絡
会
議
』
が
、
昨

年
10
月
に
設
置
さ
れ
、
県
・
市
町
村
・

国
保
連
合
会
の
三
者
に
お
い
て
移
行
準

備
等
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

様
に
、
国
保
制
度
創
設
以
来
の
大
き
な

制
度
改
革
に
お
い
て
、
本
会
の
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
改
革
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

と
共
に
保
険
者
支
援
に
積
極
的
に
取
り

鹿児島市のマリンパレスかごしまで２月25日、平成28年第１回通常総会が開かれ、会員総数45人
中、委任状を含む29人が出席した。平成27年度の予算補正や規約の一部改正、平成28年度の事
業計画及び歳入歳出予算について審議され、16の報告事項と22の議決事項全てが原案どおり可決・
承認された。

平成２８年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会

制度改革に迅速かつ的確に対応し
保険者支援に積極的に取り組む

本会の本田修一理事長 県保健福祉部の下村一彦次長

特 集

s p e c i a l  f e a t u r e

本会の葛迫博信事務局長 本会の　修一常務理事
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事
業
の
推
進
に
努
め
、
医
療
費
の
適
正

化
等
、
保
険
者
支
援
に
取
り
組
む
た
め

に
、
７
つ
の
方
針
に
沿
っ
て
事
業
を
実
施

し
て
い
く
と
続
け
た
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。

続
い
て
、
議
案
第
13
号
か
ら
第
22
号

ま
で
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
本
会
の　

修
一
常

務
理
事
が
「
本
日
提
案
を
し
た
議
案
等

に
つ
い
て
、
全
て
可
決
・
承
認
い
た
だ
い

た
。
今
回
決
定
を
し
た
平
成
28
年
度
の

事
業
計
画
に
基
づ
き
、
適
切
か
つ
効
率

的
な
事
務
事
業
に
努
め
、
役
職
員
一
体

と
な
っ
て
こ
の
事
業
を
的
確
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

組
み
保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
役
割
を

担
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
保
険
者
並

び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
円
滑
な
運
営
に
向
け
て
さ
ら
に
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

新
制
度
に
円
滑
に
移
行
で
き

る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
る

続
い
て
来
賓
と
し
て
鹿
児
島
県
保
健

福
祉
部
の
下
村
一
彦
次
長
が
「
国
民
健

康
保
険
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
に
医
療

保
険
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
平

成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
国
保
運
営
に

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

新
た
な
財
政
運
営
の
仕
組
み
や
県
が
定

め
る
こ
と
と
な
る
国
保
運
営
方
針
に
つ
い

て
は
、
国
と
地
方
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

先
般
、
国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら

に
制
度
や
運
用
の
詳
細
が
具
体
化
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
県
と
し
て

は
、
今
後
と
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

昨
年
10
月
に
設
置
し
た
国
保
新
制
度

移
行
準
備
連
絡
会
議
や
分
野
ご
と
に
具

体
的
な
検
討
を
行
う
３
つ
の
検
討
部
会

な
ど
を
通
じ
て
、
各
保
険
者
、
国
保
連

合
会
の
皆
様
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
新
制
度
に
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

各
保
険
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
保
健
事

業
の
充
実
や
後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
適
正
化
対

策
の
ほ
か
、
保
険
料
の
収
納
対
策
な
ど

に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
国
保
制

度
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
運
営
の
確
保

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

保
険
者
の
負
託
に
的
確
に
　

応
え
る

議
事
に
入
る
前
に
事
務
局
よ
り
、
本

会
に
お
け
る
一
般
会
計
積
立
資
産
の
一
部

返
還
と
高
額
医
療
費
共
同
事
業
に
係
る

剰
余
金
の
還
元
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

本
田
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事

録
署
名
者
に
錦
江
町
の
楠
元
忠
洋
町
長

と
南
大
隅
町
の
森
田
俊
彦
町
長
を
指
名

し
、
議
事
に
入
っ
た
。

報
告
第
１
号
か
ら
第
16
号
、
議
案
第

１
号
か
ら
第
11
号
を
説
明
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
本
会
葛
迫
博
信
事
務
局

長
が
議
案
第
12
号
の
平
成
28
年
度
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
、「
本
会

は
、
保
険
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体

で
あ
り
、
そ
の
共
同
事
務
を
行
う
と
い

う
役
割
と
責
任
を
認
識
し
制
度
改
革
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、
保
険
者
の

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
を
常
に
意
識

し
つつ
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
砦
で
あ
る

国
民
健
康
保
険
制
度
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
、
介
護
保
険
制
度
を
支
え
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
業
務
実
績
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
機
能
さ
せ
た
保
険
者

支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
そ
の
責
務
を
果
た
し
保
険
者
の
共
同

体
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
国
保
連
合
会
と

し
て
役
割
を
担
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
保
険
者
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

審
査
事
務
の
質
の
向
上
を
図
り
、
審
査

支
払
機
関
と
し
て
更
な
る
充
実
と
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進
及
び
、
保
健

16の報告事項と22の議決事項全てが原案どおり可決・承認された通常総会

事務局の説明に対し、熱心に耳を傾ける出席者
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平成28年第１回鹿児島県国民健康保険団体連合会通常総会特  集

● 一般会計 （単位：千円）
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度
１ 負担金 79,952 82,005 1 会議費 995 868
2 国庫支出金 6,072 7,093 2 総務費 130,960 154,814
3 国保中央会支出金 1 1 3 事業費 149,389 53,552
4 財産収入 345 1 4 借入金償還金 1 1
5 繰入金 191,307 306,587 5 積立金 7,776 15,778
6 繰越金 52,000 25,000 6 繰出金 44,010 216,586
7 諸収入 17,359 31,913 7 諸支出金 7,160 6,983
8 借入金 1 1 8 予備費 6,746 4,019

歳　入　合　計 347,037 452,601 歳　出　合　計 347,037 452,601

● 診療報酬審査支払特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 690,571 684,049 1 総務費 886,668 492,586
2 国庫支出金 16,350 7,023 2 審査委員会費 44,788 44,786
3 国保中央会支出金 1 1 3 レセプト電算処理システム特別分担金 75,602 248,610
4 助成事業受入金 191,034 172,464 4 助成事業支出金 191,034 172,464
5 財産収入 99 0 5 積立金 116,578 134,467
6 繰入金 460,425 290,375 6 特別審査負担金 2,934 2,546
7 繰越金 1 1 7 借入金償還金 1 1
8 諸収入 6,225 11,074 8 諸支出金 35,800 54,400
9 借入金 1 1 9 予備費 11,302 15,128

歳　入　合　計 1,364,707 1,164,988 歳　出　合　計 1,364,707 1,164,988

● 診療報酬審査支払特別会計　国民健康保険診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 国民健康保険診療報酬受入金 153,646,578 157,485,825 1 国民健康保険診療報酬支出金 155,170,501 157,485,825
2 借入金 700,000 700,000 2 市町村貸付金 700,000 700,000
3 市町村償還金 700,468 700,185 3 借入金償還金 700,468 700,185
4 繰越金 25,031 68,952 4 繰出金 1 1
5 諸収入 2 2 5 予備費 25,033 68,953
6 国庫支出金 1,523,924 0

歳　入　合　計 156,596,003 158,954,964 歳　出　合　計 156,596,003 158,954,964

● 診療報酬審査支払特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 3,879,488 4,308,768 1 公費負担医療支出金 3,879,488 4,308,768
2 繰越金 16,886 23,374 2 予備費 16,888 23,376
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 3,896,376 4,332,144 歳　出　合　計 3,896,376 4,332,144

●  診療報酬審査支払特別会計　出産育児一時金等に関する支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 出産育児一時金等受入金 4,075,002 3,835,952 1 出産育児一時金等支出金 4,075,002 3,835,952
2 借入金 1 1 2 市町村貸付金 1 1
3 市町村償還金 2 2 3 借入金償還金 2 2
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　入　合　計 4,075,008 3,835,958 歳　出　合　計 4,075,008 3,835,958

平成28年２月25日の通常総会において、平成28年度一般会計並びに各会計の予算
が承認されたので公告する。
	 平成28年２月25日

鹿児島県国民健康保険団体連合会　理事長　本 田   修 一

公
　
告

《平成28年度各会計別予算状況》
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● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　業務勘定 （単位：千円）
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 635,186 615,309 1 総務費 601,753 441,911
2 国庫支出金 4,500 5,435 2 審査委員会費 64,494 62,970
3 県支出金 1 1 3 特別審査負担金 1,890 1,786
4 財産収入 22 0 4 積立金 63,771 74,248
5 繰入金 57,565 44,931 5 繰出金 21,000 33,000
6 諸収入 9 2 6 負担金 53,730 25,329
7 繰越金 1 1 7 借入金償還金 1 1
8 借入金 1 1 8 諸支出金 1 1
9 分担金 140,047 0 9 予備費 30,692 26,434

歳　入　合　計 837,332 665,680 歳　出　合　計 837,332 665,680

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　後期高齢者医療診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者医療診療報酬受入金 256,628,827 254,387,857 1 後期高齢者医療診療報酬支出金 256,628,827 254,387,857
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　入　合　計 256,628,831 254,387,861 歳　出　合　計 256,628,831 254,387,861

● 後期高齢者医療事業関係業務特別会計　公費負担医療に関する診療報酬支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療受入金 1,258,034 1,439,505 1 公費負担医療支出金 1,258,034 1,439,505
2 県支出金 1 1 2 予備費 4 4
3 繰越金 1 1
4 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,258,038 1,439,509 歳　出　合　計 1,258,038 1,439,509

● 保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 共同事業拠出金 66,875,963 60,153,174 1 総務費 12,360 11,966
2 国庫支出金 27,702 25,842 2 交付金支出金 66,875,963 60,153,174
3 超高額医療費共同事業交付金 171,388 153,874 3 超高額医療費共同事業医療費拠出金 150,309 102,573
4 繰入金 2 2 4 基金積立金 2 2
5 繰越金 2 1,000 5 予備費 36,426 66,180
6 諸収入 2 2
7 財産収入 1 1

歳　入　合　計 67,075,060 60,333,895 歳　出　合　計 67,075,060 60,333,895

● 第三者行為損害賠償求償事務共同事業特別会計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 損害賠償受入金 575,694 651,255 1 総務費 0 24,349
2 国庫支出金 0 10 2 損害賠償支出金 575,694 620,243
3 繰越金 1 1 3 予備費 2 6,676
4 諸収入 1 2

歳　入　合　計 575,696 651,268 歳　出　合　計 575,696 651,268

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 54,096 55,153 1 総務費 48,793 47,332
2 国庫支出金 4,778 2,560 2 負担金 8,086 8,160
3 積立金運用収入 1 0 3 積立金 5,088 6,962
4 積立金繰入金 5,439 6,419 4 予備費 2,432 1,681
5 繰越金 1 1
6 諸収入 84 2

歳　入　合　計 64,399 64,135 歳　出　合　計 64,399 64,135

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　特定健康診査・特定保健指導等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 特定健診・特定保健指導等費用受入金 1,111,784 1,152,775 1 特定健診・特定保健指導等費用支出金 1,111,784 1,152,775
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,111,787 1,152,778 歳　出　合　計 1,111,787 1,152,778

● 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計　後期高齢者健診等費用支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 後期高齢者健診等費用受入金 319,618 253,945 1 後期高齢者健診等費用支出金 319,618 253,945
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 319,621 253,948 歳　出　合　計 319,621 253,948
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● 介護保険事業関係業務特別会計　業務勘定 （単位：千円）
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 185,956 196,312 1 総務費 120,008 143,087
2 負担金 3,534 3,409 2 審査委員会費 2,238 2,342
3 国庫支出金 2,000 2,000 3 介護サービス苦情処理委員会費 1,043 928
4 県支出金 1 1 4 国保中央会負担金 38,935 39,542
5 国保中央会支出金 486 405 5 主治医意見書料等支出金 88,604 82,079
6 主治医意見書料受入金 88,604 82,079 6 介護予防ケアマネジメント負担金支出金 1 1
7 介護予防ケアマネジメント負担金受入金 1 1 7 積立金 27,768 24,579
8 財産収入 16 0 8 諸支出金 15,204 12,000
9 繰入金 23,262 39,190 9 予備費 10,283 19,088
10 繰越金 1 1
11 諸収入 223 248

歳　入　合　計 304,084 323,646 歳　出　合　計 304,084 323,646

● 介護保険事業関係業務特別会計　介護給付費等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 介護給付費受入金 152,648,629 152,801,131 1 介護給付費支出金 152,648,629 152,801,131
2 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 422,834 111,844 2 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 422,834 111,844
3 借入金 100,000 100,000 3 市町村貸付金 100,000 100,000
4 市町村償還金 100,067 100,073 4 借入金償還金 100,067 100,073
5 繰越金 1,225 1,225 5 予備費 1,227 1,227
6 諸収入 2 2

歳　入　合　計 153,272,757 153,114,275 歳　出　合　計 153,272,757 153,114,275

● 介護保険事業関係業務特別会計　公費負担医療等に関する報酬等支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 公費負担医療等受入金 1,400,912 1,426,540 1 公費負担医療等支出金 1,400,912 1,426,540
2 繰越金 9 9 2 予備費 11 11
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 1,400,923 1,426,551 歳　出　合　計 1,400,923 1,426,551

● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　業務勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 手数料 59,896 50,643 1 総務費 30,272 25,481
2 国庫支出金 1 1 2 国保中央会負担金 22,355 18,975
3 県支出金 1 1 3 訪問調査委託料支出金 1 1
4 国保中央会支出金 187 448 4 積立金 6,705 5,276
5 訪問調査委託料受入金 1 1 5 予備費 5,970 6,116
6 財産収入 4 0
7 繰入金 5,210 4,752
8 繰越金 1 1
9 諸収入 2 2

歳　入　合　計 65,303 55,849 歳　出　合　計 65,303 55,849

● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　障害介護給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 障害介護給付費受入金 39,078,187 35,174,929 1 障害介護給付費支出金 39,078,187 35,174,929
2 借入金 78,000 78,000 2 市町村貸付金 78,000 78,000
3 市町村償還金 78,053 78,057 3 借入金償還金 78,053 78,057
4 繰越金 1 1 4 予備費 3 3
5 諸収入 2 2

歳　入　合　計 39,234,243 35,330,989 歳　出　合　計 39,234,243 35,330,989

● 障害者総合支援法関係業務等特別会計　障害児給付費支払勘定
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

1 障害児給付費受入金 7,943,946 5,580,036 1 障害児給付費支出金 7,943,946 5,580,036
2 繰越金 1 1 2 予備費 3 3
3 諸収入 2 2

歳　入　合　計 7,943,949 5,580,039 歳　出　合　計 7,943,949 5,580,039

● 各会計合計
款　　　　別 本年度 前年度 款　　　　別 本年度 前年度

歳　入　合　計 696,371,154 685,593,853 歳　出　合　計 696,371,154 685,593,853
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【審査支払関係】
❶　審査支払機関としての公平・公正で適正な審査と正確な支
払いに努め、保険者から更なる信頼を得る。

❷　国保総合システム等のＩＴの効果的な活用により事務の効率
化を図り、審査の質の向上と、医療費適正化に繋げる。
　　また、審査委員会における審査の充実強化のため、職員に
よる審査事務共助のさらなる充実を図る。

❸　はり、きゅう、あん摩、マッサージの支給申請書の事務審査
を新たに受託する。

❹　審査課職員のスキルアップのための各種研修会を充実させ、
さらなる事務共助の知識を習得する。
　　また、審査関連業務の資格取得の推進により職員の資質向
上を図り査定率向上に繋げる。

❺　保険者におけるレセプト点検の効果を図るため、保険者を
対象に研修会の実施及び、レセプト点検を充実し、医療費適
正化に繋げるため、保険者へ再審査申出のあった疑義内容と
その審査結果までの提供を行う。

❻　平成29年度に移行する要支援者に対する予防給付（通
所・訪問介護）の介護予防・日常生活支援総合事業を30保
険者で実施予定がされているため、平成28年度中に事前準
備を保険者へ周知しスムーズに移行できるよう保険者支援を行
い、本事業の円滑な審査・支払が実施できるよう努める。

【保険者支援関係】
❶　レセプト点検事務担当者の確保が困難な保険者から委託を
受け二次点検を行う。
　　また、受託保険者の拡大を図るため、未委託保険者への受
託促進を行う。

❷　地域の保健活動に従事する在宅保健師等の組織の支援を
行い健康まつり、ふれあいサロン等に職員を派遣する。

　　また、手芸・体操・レクリエーションの研修会を開催し支援
者や在宅保健師・看護師等のスキルアップを図るとともに、ふれ
あいサロンの増設、サロン支援者の増員、養成に努め、地域に
おける保健活動の担い手となる健康づくり推進員を育成する。

❸　国保税（料）の収納率を向上させるための国保税（料）
収納率向上研修会を保険者の担当者を対象に開催する。

　　また、保険税収納アドバイザー派遣事業においては、保険
者を選定し継続して実施し、研修会で他保険者の参考になる
よう事例発表を実施すると共に過去に実施した保険者へのフォ
ローアップを行う。

❹　生活習慣病対策支援事業を発展させ、データヘルス計画を
未策定の保険者に保健師を派遣し、医療・健診データにより
生活習慣病等の課題分析を行ない、予防対策を保険者と検討
し、保健事業計画の策定や実施を支援し、医療費の適正化
に繋げる。

❺　保険者の国保担当者、保健師・管理栄養士が国保データ
ベース（ＫＤＢ）システムを活用して策定するデータヘルス計
画をＰＤＣＡサイクルに沿って実施するためのデータ分析の方
法及び分析結果から保健事業計画策定へ展開するスキル向上
及び、重症化予防に向けた保健指導を実践する技術を習得で
きるよう研修を行う。
　　また、保険者が行う保健事業の支援として「ＫＤＢシステム」
「保健事業支援システム」で提供していないデータや帳票に
ついて、保険者の保健師等からの意見聞き取りを行い、シス
テムを構築し、より効果的・効率的な保健事業が実施できるよ
う支援する。

❻　重複・頻回受診対策として保険者の担当者、在宅保健
師・看護師の研修会を開催し、在宅保健師を保険者に派遣
し連合会で抽出しているリストを基に、重複・頻回受診者を
訪問し、指導を行い医療費の適正化に繋げる。

❶　医療保険制度改革における国保基盤強化協議会の動向を
注視しながら国保を取り巻く現状の変化を把握し、国保保険
者の都道府県化に伴う県と市町村で役割分担される業務につ
いても本会で受託できるような体制を構築し、保険者努力支
援制度の評価指標に基づいた支援を重点的に実施する。
　　国民健康保険制度・後期高齢者医療制度・介護保険制度
を支えるために、これまで培った業務実績とノウハウを十分に
機能させた保険者支援に積極的に取り組むことによりその責務
を果たし、保険者の共同体として信頼される役割を担っていく。

❷　増大する審査支払業務の件数や、審査の質の向上に努め
ながら、適正で公正な審査支払を行うため、審査支援システ
ムを活用した効果的な審査に取り組むとともに、審査委員会と
の更なる連携強化を図り、査定率の向上に繋げる。
　　また、診療報酬等審査・支払、診療報酬審査委員会の運
営、柔道整復施術療養費の審査・支払、レセプト点検共同
事業等に関する業務について取り組む。

❸　情報セキュリティ対策については、個人情報の適正な取扱い
及び情報セキュリティ研修により職員の情報漏洩等セキュリティ対
策に対する認識を高め、情報漏洩をできる限り防ぐ対策を行う。

❹　本会を取り巻く環境に適切に対応できるよう企画立案・業務
改善・業務遂行能力等の向上を図るため職員研修を行い「人
財」の育成及び職員の資質向上に努め組織の活性化を図る。

❺　保険者の厳しい財政状況を踏まえ、医療費適正化に繋が
る各種事業を効率・効果的に実施すると共に経費の削減を図
り、健全な事業運営に努める。

❻　保険者の医療費適正化に資するため、医療・健診等に関
するデータの分析並びに提供、保健事業の進め方・保健指導
の評価に関する研修の開催等、保険者のデータヘルスに関す
る取り組みの支援を行う。
　　なお、生活習慣病予防支援事業を行なうため、全保険者へ
職員を派遣し、保険者の職員と協働しながら、地域の実情に
応じた保険者支援を行う。

　　保険者の国民健康保険財政の健全な運営と発展に寄与する
ため、収納率向上アドバイザーを派遣し、保険者の収納率向
上を支援する。

　　広報事業においては、県内全域の被保険者に周知できるテ
レビ広報番組「国保でHOT情報」を活用し、特定健診受診
促進、生活習慣病発症・重症化予防対策及び国保税収納率
向上等の広報・啓発事業を引き続き展開し、機関誌について
は、必要に応じて誌面等を見直し保険者向けの機関誌として
作成する。

　　第三者行為求償事務については、求償額の拡充に努め、
保険財政に寄与できるように努める。

❼　医療・介護総合確保推進法における介護保険制度の予防
給付の地域支援事業への移行における新たな総合事業の給
付管理業務は、複雑かつ多様化することが予想されることか
ら、市町村業務が円滑に行えるように十分な支援を行う。
　　また、保険者が適正化支援事業を進めるため更なる支援を
行う。

　　なお、苦情処理業務においては、財源確保が厳しい状況で
あるため、コスト削減に努める。

基本方針に基づき、重点事項を柱に事業を実施

〈基本方針〉

〈重点事項〉
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❼　特定健診保健指導等費用支払業務、特定健診未受診者情
報提供費用支払業務の円滑な運用を行う。保健事業支援シス
テムの健診データから保健指導の対象者名簿及び個人表を抽
出し、市町村の保健指導に繋げる。さらに、生活習慣病の発
症・重症化予防対策を支援する。
❽　広報事業において、テレビ広報番組「国保でＨＯＴ情報」
は、時節をとらえて広報を行うほか、保険者努力支援制度の評
価指標に基づいた保険者の特定健診・特定保健指導、後発
医薬品利用促進、国保税（料）の収納率向上、データヘルス
の取り組み等を機関誌「国保かごしま」と連携して広報する。
　　また、各保険者の保健事業の取組みを冊子にし配布する。
❾　第三者行為求償事務については、保険者、後期高齢者広
域連合の医療費適正化に資するため、交通事故、船舶事故、
加害者への直接請求を実施する。
　　また、求償事務システムの機能を活用し、保険者から委任
のない案件について入院レセプトを対象に届出書類の作成を
本会にて行い「交通事故証明書」を取得し、保険者の求償
事務処理の軽減を図る。
❿　平成30年度から国保の財政運営を都道府県に移行し、市町
村との共同運営体制となることから保険税適正化マニュアルを
活用し、市町村が適正な保険税の算定ができるよう支援する。

⓫　本会で実施している介護給付費適正化支援事業について、
点検項目等の拡充を行い適正化システムの運用改善に努め、
更なる効率的・効果的な適正化支援を行う。

【その他事業】
❶　保険者協議会の事務局として、各医療保険者間の連携・
情報共有に努め、委員会等を開催する。県内の医療保険者
の医療費・特定健診のデータを引き続き分析することにより、
各市町村の地域的傾向を可視化し、県の地域医療計画の参
考となるよう鹿児島県に意見を提出する。

❷　市町村が実施する乳幼児等医療費助成事業、ひとり親家庭
等医療費助成事業について、自動償還方式等により審査集計
事務を行い、市町村事務の軽減を図る。

❸　介護サービス苦情処理業務については、苦情相談事例の
ホームページから閲覧しやすく活用できるようにし、介護サービ
スの質の向上のため適切な苦情・相談業務を行う。
　　また、苦情処理の財源確保が困難なため、経費の削減に努
める。
❹　県・保険者間における業務・運用面の機能拡充にむけて、
介護保険の県・保険者伝送をISDN回線から高速回線へ平成
29年度に切り替えるため、回線の調査及び検討など準備に取
り組み保険者への周知を行う。

１ 会務の運営
（１）本会の運営に関する事項
（２）個人情報の保護・情報セキュリティ対策の推進
（３）国保の都道府県単位化への対応

２ 一般事業
（１）業務推進に関する事項
（2）育成指導に関する事項
（3）広報活動に関する事項
（4）調査研究に関する事項
（5）事業振興に関する事項

３ 診療報酬審査支払事業
（１）審査の充実強化及び査定率の向上
（2）�国保総合システム（審査支払系）の円滑な運用及びＩＴの推進
（3）研修の充実
（4）保険者のレセプト点検支援
（5）保険者間調整の恒久化

４ 介護保険事業
（１）介護給付費等の審査支払業務の推進
（2）介護サービス苦情処理業務の推進
（3）介護給付適正化支援事業
（4）介護保険業務に係る保険者等の支援
（5）�介護・国保・後期高齢者医療の保険料等の特別徴収情報経由

事業（年金からの特別徴収事務）の円滑な実施

５ 障害者総合支援事業
（１）障害介護給付費の支払業務等の運用
（2）障害者総合支援に係る市町村等への支援

６ 保険者事務共同事業による保険者支援
（１）保険者事務電算共同処理事業に関する事項
（2）�保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業に関する事項
（3）第三者行為求償事務共同事業に関する事項
（4）広報共同事業に関する事項
（5）レセプト点検事務共同事業に関する事項

７ 保健事業のための保険者支援
（1）医療費適正化に資するための支援
（2）保険者の特定健診・特定保健指導に関する支援
（3）特定健診・特定保健指導のデータ管理業務
（4）ねたきり防止支援事業「ふれあいサロン」の支援
（5）市町村保健事業への派遣
（6）保健事業推進のための職員・指導者研修等

８ その他事業
（1）国保診療施設への支援
（2）保険者協議会の運営

９ 適正な予算編成及び執行
　予算編成にあたっては、過去の実績をもとに予算と決算との乖離や
費用対効果等を意識した予算編成を行なうとともに、予算執行におい
ては経費の削減に努める。
　さらに、公認会計士による監査や内部監査を実施するとともに、ＩＴ
コンサルタントの助言を得てシステム構築・設計の検証を行うなど、適
正な執行に努める。

〈実施事業〉
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保健師
ルポ

佐
藤
　
真
奈
美

与
論
町
役
場
　
町
民
福
祉
課
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師

保
健
師
活
動
の

原
点（
住
民
目
線
）を

忘
れ
ず
に
励
ん
で
い
き
た
い

「
東
洋
の
海
に
浮
か
ぶ
一
個
の

真
珠
」与
論
島

鹿
児
島
か
ら
南
へ
５
６
３
㎞
、
鹿
児

島
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
与
論
島

は
、
美
し
い
自
然
に
あ
ふ
れ
、
島
を
包

み
込
む
よ
う
な
青
い
空
と
白
い
砂
浜
、

そ
し
て
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
光
り

輝
く
海
に
浮
か
ん
だ

美
し
い
島
で
す
。
珊

瑚
礁
の
リ
ー
フ
に
囲

ま
れ
た
小
さ
な
島
は
、

「
東
洋
の
海
に
浮
か

ぶ
一
個
の
真
珠
」
と

も
称
さ
れ
、
熱
帯
の

花
々
が
咲
き
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
の
の
ど
か

な
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本

土
と
沖
縄
県
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た

島
独
特
の
文
化
や
民
族
は
、
与
論
島
の

魅
力
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
平
成
26
年
６
月
か
ら
保
健
師

と
し
て
与
論
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
勤
め

て
、
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
与
論
町
に

は
保
健
師
が
３
名
（
保
健
セ
ン
タ
ー
に

２
名
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
名
）

い
ま
す
。
私
が
勤
め
て
い
る
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
所
長
、
保
健
師
２
名
、
管
理

栄
養
士
１
名
、
看
護
師
２
名
、
歯
科
衛

生
士
２
名
、
精
神
保
健
福
祉
士
１
名
、

事
務
１
名
、
相
談
支
援
員
１
名
、
合
計

11
名
が
勤
務
し
、
島
民
の
皆
様
の
健
康

を
守
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

感
染
症
予
防
、
母
子
保
健
分
野
を
主
に

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
年
１
回
の
特
定

健
診
や
保
健
指
導
、
健
康
教
育
の
事
業

に
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

国
は
、
社
会
保
障
の
安
定
と
健
康
寿

命
延
伸
の
た
め
に
、
保
険
者
に
よ
る
予

防
・
健
康
管
理
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
）
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
適
正
化
に

向
け
た
国
の
戦
略
及
び
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
保
健
事
業
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
）
の
目
的
を
理
解
し
、
生
活
習
慣

病
対
策
の
保
健
事
業
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

国
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設
し
、
市
町
村

に
課
せ
ら
れ
た
課
題
は
平
成
30
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
保
険
者
努
力
支
援
制

度
（
保
険
者
と
し
て
の
努
力
を
行
う
自

治
体
に
対
し
て
支
援
金
を
交
付
す
る
）

と
い
う
も
の
。
医
療
費
適
正
化
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
与
論
町
も
現
在
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お

い
て
、
既
存
の
事
業
の
見
直
し
と
、
今

後
の
事
業
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
与
論
町
で
は
、
生
活
習
慣
病
及
び

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
る
こ
と
の
予

防
・
健
康
の
保
持
増
進
、
日
常
生
活
で

の
運
動
の
習
慣
化
を
目
的
と
し
た
教
室

鹿児島県の最南端与論島

鹿児島空港
鹿児島市

種子島

屋久島

喜界島
奄美大島

沖永良部島

沖縄

徳之島

与論島

どぅくさどぅ宝（健康こそ宝）島の発展のために力を注ぐ
島の皆さんの姿
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保健師
ルポ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
保
被
保
険
者

及
び
一
般
町
民
を
対
象
に
週
３
回
、
運

動
教
室
（
水
中
運
動
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
継

続
的
に
健
康
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
す
る
へ
ら
す

ア
ッ
プ
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ

い
た
保
健
事
業
を
保
健
師
と
し
て
さ
ら

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健

診
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
与
論
町
の

健
康
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

対
象
に
合
わ
せ
た
保
健
指
導
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
住
民
が
受
け
た
健
診

デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
身
体
で
起
こ
っ

て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
住
民
自
身
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
効
果
的
な
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
住
民
自
ら
自
分
の
身
体
と
向
き

し
て
、
未
熟
な
が
ら
精
一
杯
、
島
の
た

め
に
、
島
民
の
皆
様
の
た
め
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の

与
論
を
支
え
て
い
く
一
人
」
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
力
で
島
を
守
り
、
そ
し
て

す
て
き
な
与
論
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
、
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
元

気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
島
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
島
を
め
ざ
し
、
活
力
あ

る
ユ
ン
ヌ
を
島
民
の
皆
様
と
一
緒
に
つ

く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

合
い
、
行
動
変
容
し
自
己
管
理
で
き
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
保
健
指
導
に
努

め
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
が
自
分
の

守
る
べ
き
臓
器
を
知
り
、
健
康
管
理
す

る
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
つ
な
が
る

た
め
の
意
味
の
あ
る
保
健
指
導
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
健
診
や
教
室
を
と
お
し
て
、
で
き

る
だ
け
早
く
島
民
の
皆
様
の
名
前
と
顔

を
覚
え
、
島
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
健
康
管
理
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
与
論
を
　
　
　

支
え
て
い
く
一
人
と
し
て

18
歳
で
島
立
ち
し
、
最
新
の
医
療
や

看
護
、
地
域
医
療
を
学
び
た
い
と
思
い
、

長
崎
県
の
大
学
へ
進
学
し
大
学
卒
業
後

は
鹿
児
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

看
護
師
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。
地
域
の

循
環
器
基
幹
施
設
と
し
て
三
次
救
急
に

対
応
し
て
い
る
と
い
う
病
院
の
方
針
に
強

く
感
銘
を
受
け
、
循
環
器
内
科
病
棟
で

３
年
間
、
看
護
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

中
で
目
に
し
た
光
景
は
、
若
い
人
か
ら

高
齢
の
方
ま
で
、
病
気
と
闘
う
人
々
の

姿
で
し
た
。
看
護
師
と
し
て
３
年
間
働

き
、
感
じ
た
こ
と
は
、
病
気
で
苦
し
む

人
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
病
気
に
な
ら
な
い
心
と
身
体
づ

く
り
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
健
康
寿
命

を
よ
り
伸
ば
す
た
め
に
保
健
師
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
看
護
師
と
し
て
働
い

た
後
、
看
護
師
の
経
験
を
活
か
し
て
今

後
は
保
健
師
と
し
て
島
民
の
皆
様
の
健

康
を
守
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
島
民
の
皆
様
の
誠
の
心
、
農
業
・

漁
業
・
観
光
業
な
ど
与
論
島
の
発
展
の

た
め
に
力
を
注
ぐ
島
の
皆
さ
ん
の
姿
は
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
与
論
で
働
く
と

い
う
私
の
決
意
を
よ
り
一
層
強
く
し
て

い
ま
す
。
島
を
出
た
あ
の
当
時
思
い
描

い
た
夢
「
看
護
師
や
保
健
師
の
資
格
・

免
許
を
取
得
し
、
い
つ
か
島
の
人
た
ち
の

た
め
に
働
き
、
育
て
て
く

れ
た
与
論
に
恩
返
し
を

す
る
こ
と
」
は
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
ふ

る
さ
と
与
論
の
地
で
働
か

せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
が
し
て
い
る
保
健
師

活
動
と
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
い

役
割
を
期
待
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
現
場
で

は
、
い
つ
未
知
の
課
題
や

社
会
の
脅
威
に
立
ち
向
か

う
こ
と
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
環
境

や
時
代
が
き
て
も
保
健

師
活
動
の
原
点
（
住
民

目
線
）
を
忘
れ
ず
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
保
健
師
と

島民の皆様の健康を支える保健センターの職員（筆者前列右から2番目）

週3回の運動教室（水中運動）の様子
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1

体
重
と
塩
分
の
減
量
に
　
　

取
り
組
む

霧
島
市
で
は
、
国
保
の
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
に
お
い
て
、「
医
療
費
が
高
額

で
死
亡
率
が
高
く
、
要
介
護
の
原
因

疾
患
と
な
っ
て
い
る
、
脳
血
管
疾
患

の
重
症
化
の
予
防
が
課
題
」
で
あ
り
、

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
医
療
費
適
正
化

計
画
の
研
修
会
等
で
心
臓
病
や
脳
卒

中
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
平

成
26
年
度
に
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ

た
方
の
16
・
３
％
の
方
が
、
血
圧
が
高

く
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

特
定
健
診
の
血
圧
の
数
値
が
、
基
準
値

よ
り
高
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
家
庭
血

圧
を
測
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
、
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
市
内
の
７
カ
所
で

「
血
圧
教
室
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

霧
島
市
在
住
の
特
定
健
診
を
受
診
さ

れ
た
方
で
、
血
圧
の
数
値
が
下
の
血
圧

の
値
が
85
、
上
の
血
圧
の
値
が
１
３
０

の
基
準
値
よ
り
も
高
か
っ
た
方
々
に
、

重
点
的
に
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

「
血
圧
教
室
」
で
は
、
初
回
に
保
健

師
か
ら
高
血
圧
と
疾
病
の
関
連
や
家
庭

血
圧
の
測
り
方
、
血
圧
を
下
げ
る
生
活

習
慣
の
話
が
あ
り
、
管
理
栄
養
士
か
ら

は
、
血
圧
を
適
正
に
保
つ
た
め
に
は
、

減
塩
が
大
切
で
あ
り
、
普
段
の
食
生
活

の
中
で
ど
れ
く
ら
い
の
塩
分
量
が
適
量

な
の
か
、
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
各
自

が
家
庭
で
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

「
血
圧
教
室
」
の
参
加
者
は
、
初
回

に
血
圧
・
体
重
記
録
表
を
渡
さ
れ
る
。

こ
れ
に
家
庭
で
測
っ
た
血
圧
を
書
き
込

ん
で
、
１
カ
月
お
き
に
測
定
数
値
の
報

告
に
く
る
。
そ
し
て
、
数
値
の
変
化
に

対
し
て
の
個
別
指
導
も
行
わ
れ
る
。

「
体
重
と
塩
分
の
減
量
に
取
り
組
ん

で
、
血
圧
の
下
が
っ
た
方
が
い
る
。
ま

た
、
家
庭
血
圧
を
測
っ
て
、
基
準
値
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
、
医

師
に
相
談
さ
れ
た
方
や
、
家
庭
血
圧

を
継
続
し
て
測
る
こ
と
が
出
来
た
方
も

い
る
」
と
話
す
の
は
、
同
市
す
こ
や
か

保
健
セ
ン
タ
ー
主
査
の
大
田
秋
美
保
健

師
。
血
圧
教
室
の
成
果
は
上
が
り
つ
つ

あ
る
。

血
圧
教
室　

霧
島
市

家
庭
血
圧
を
測
定
し

生
活
習
慣
の
改
善
を

高
血
圧
は
日
本
人
に
最
も
多
い
病
気
で
、
国
が
行
っ
た
健
康
調
査
に
よ
る
と
、
約

４
３
０
０
万
人
の
患
者
が
い
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

腎
臓
病
な
ど
重
大
な
病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
家
庭
で
血
圧
を
測
り
、
生
活
習
慣
の
改
善

で
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
霧
島
市
の
「
血
圧
教
室
」を
紹
介
す
る
。

家庭血圧を習慣にすることが自分の健康管理につながることを個別に話す保健師

「減塩は無理なく楽にできる方法で」と話す管理栄
養士

「運動で改善が期待される高血圧のタイプがある」
と話す健康運動指導士

大田秋美保健師

家庭では毎日朝晩
の血圧を測ること
が大切ですよ
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2地
域
住
民
主
体
の
　
　
　
　

介
護
予
防
活
動

い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
平
成
26
年

度
か
ら
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防

推
進
支
援
事
業
の
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
ろ
ば
ん
と
は
、
鹿
児
島
弁
で
転

ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
介
護
予
防
と
し

て
、
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
方
々
が
自
立

的
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
筋
力
を
つ
け

る
運
動
と
し
て
「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
を

自
主
的
に
公
民
館
単
位
で
、
毎
週
１
回

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
ろ
ば
ん
体
操
は
全
部
で
６
種
類
、
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
曲
を
流
し
て
、
歌
い
な

が
ら
体
操
を
行
う
。
体
操
の
前
後
に
準

備
運
動
と
整
理
運
動
も
行
い
体
を
よ
く

ほ
ぐ
し
、
全
部
で
約
１
時
間
。
こ
ろ
ば
ん

体
操
は
高
齢
者
に
優
し
い
体
操
で
、
椅

子
に
座
っ
た
り
、
背
も
た
れ
に
つ
か
ま
っ

て
「
ゆ
っ
く
り
」
と
手
や
足
を
上
げ
下

げ
す
る
。
そ
し
て
、
動
か
す
手
足
に
は
、

重
り
を
つ
け
、
重
さ
は
参
加
者
の
体
力

に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
２
０
０
ｇ
単
位
で

調
節
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

同
市
で
は
、
住
民
自
身
が
運
営
す
る

体
操
の
集
い
な
ど
の
活
動
を
地
域
に
展

開
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ

て
参
加
者
や
通
い
の
場
が
継
続
的
に
拡

大
し
て
い
く
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
現
在
49
カ
所
（
55
公

民
館
）
が
週
１
回
活
動
し
て
い
る
。
市

が
提
供
す
る
の
は
、
Ｃ
Ｄ
、
歌
詞
カ
ー

ド
、
お
も
り
、
個
人
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
、
血
圧
計
、
い
す
な
ど
は
各
公

民
館
が
準
備
を
す
る
。
発
足
後
、
５
回

は
市
が
運
動
指
導
士
と
一
緒
に
体
操
の

指
導
を
す
る
が
、
そ
の
後
は
住
民
主
体

の
運
営
と
な
る
。

同
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中

袴
田
洋
絵
保
健
師
は
「
こ
ろ
ば
ん
体
操

が
地
域
ご
と
に
、
生
き
が
い
、
役
割
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
高
齢
者
の

居
場
所
と
出
番
づ
く
り
、
そ
し
て
ふ
れ

あ
い
の
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
住
民
の
方
々
が
生

き
生
き
と
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
か
ら
活
動

回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
、
住
民
同
士
の

交
流
が
生
ま
れ
、
支
え
合
い
の
仕
組
み

が
で
き
る
な
ど
、
相
互
支
援
の
活
動
に

発
展
し
て
い
け
た
ら
。」
と
話
す
。

高
齢
者
が
地
域
で　
　
　
　

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に　
　

毎
週
１
回
公
民
館
に
集
う

高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
や
家
庭
の
中
で
何

ら
か
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

中
で
果
た
せ
る
役
割
を
最
大
限
に
高
め
る
こ
と
を
支
援
し
、
介
護
予
防
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
い
ち
き
串
木
野
市
の
「
こ
ろ
ば
ん
体
操
」を
紹
介
す
る
。

笑
顔
こ
ろ
が
る 

こ
ろ
ば
ん
体
操　
い
ち
き
串
木
野
市

「今日は私たちが当番よー」と、前に出る先生役も住民さんです

「ころばん体操
はよかよー」と
いう住民の皆
さんの口コミで
広まっています

中袴田洋絵保健師
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